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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結

累計期間
第26期

会計期間
自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日

自　平成28年２月１日
至　平成28年７月31日

自　平成27年２月１日
至　平成28年１月31日

売上高 （千円） 3,193,529 3,907,620 7,918,295

経常利益 （千円） 200,871 259,395 691,826

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 107,984 138,689 491,734

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 119,635 158,825 507,283

純資産額 （千円） 2,063,087 2,498,851 2,450,735

総資産額 （千円） 10,010,879 10,134,554 10,505,843

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.82 34.01 121.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 20.3 24.1 22.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △951,970 430,841 △1,224,525

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 159,102 △8,332 613,399

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 1,192,224 △741,543 1,171,687

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,362,232 1,204,402 1,523,437

 

回次
第26期

第２四半期連結
会計期間

第27期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成27年５月１日
至　平成27年７月31日

自　平成28年５月１日
至　平成28年７月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △0.63 2.82

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

3．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

4．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、中国経済減速や英国ＥＵ離脱問題など世界経済の動向が、政

府の進める景気対策や日銀の金融政策の有効性に大きく影響する状況が続き、依然先行き不透明であります。

　当社グループが属する分譲マンション業界におきましては、土地代、建築費の上昇により仕入・開発が厳しく

なっているものの、住宅ローン金利の低下がマンション販売価格の上昇を吸収し、市況は堅調に推移しておりま

す。

　また、本年４月に発生した熊本地震の影響は限定的であり、当社物件（グランフォーレ京町レジデンス）の販売

状況も復調しております。

　このような事業環境のもと、当社グループは、ファミリーマンション及び資産運用型マンションの販売を継続し

て行うとともに、新規物件の開発に取り組みました。

　この結果、売上高 3,907,620千円（前年同期比22.4％増）、営業利益 286,525千円（前年同期比17.3％増）、経

常利益 259,395千円（前年同期比29.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益 138,689千円（前年同期比

28.4％増）となりました。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

① ファミリーマンション販売事業

　熊本市で１棟（グランフォーレ京町レジデンス）が完成したほか前期繰越在庫の引渡しを進め、中古、戸建分譲

地を含み33戸を引渡しました。また、当期完成予定の福岡市、久留米市の２棟（レジア赤坂テラス、グランフォー

レ日吉プレミアム）の販売を継続するとともに、次期完成予定物件（グランフォーレ大橋南）の販売を開始し、順

調に契約高を積み上げました。この結果、売上高 1,007,722千円（前年同期比0.2％減）となり、販売費を先行し

て使用したことから、セグメント損失 36,841千円（前年同期はセグメント損失34,798千円）となりました。

② 資産運用型マンション販売事業

　不動産投資意欲が引き続き高い市況のもと、前年からの継続物件（グランフォーレプライム箱崎、グランフォー

レ博多駅東プレミア）の販売を行い131戸を引渡したほか、中古物件54戸を引渡し、合計185戸（前年同期は109

戸）と伸長いたしました。この結果、売上高 2,644,259千円（前年同期比64.2％増）、セグメント利益 365,201千

円（前年同期比78.0％増）となりました。

③ 不動産賃貸管理事業

　管理戸数は2,225戸となり、前年の自社保有賃貸物件売却により賃貸収入が減少したものの、賃貸管理契約増な

どが寄与し、売上高 156,909千円（前年同期比3.2％減）、セグメント利益 62,074千円（前年同期比0.6％増）と

なりました。

④ ビルメンテナンス事業

　マンション管理業、保守・点検業務を継続して行ったほか工事請負業が伸長し、売上高 72,680千円（前年同期

比41.3％増）、セグメント利益 6,298千円（前年同期比47024.6％増）となりました。

⑤ その他の事業

　不動産売買の仲介業を行い、売上高 26,048千円（前年同期比92.8％減）、セグメント利益 21,048千円（前年同

期比84.3％減）となりました。なお、前年同期比の変動は、前年に販売用土地売却があったためであります。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末残高

より319,034千円減少し 1,204,402千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は 430,841千円（前年同期は 951,970千円の使用）となりました。これは主とし

て、法人税等の支払額221,406千円となったものの、販売及びプロジェクト開発の進捗に伴い、税金等調整前四半

期純利益 259,395千円、仕入債務の増加額 141,282千円、前受金の増加額 90,601千円となったことによるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は 8,332千円（前年同期は 159,102千円の獲得）となりました。これは主として、

定期預金の預入による支出 7,903千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は 741,543千円（前年同期は 1,192,224千円の獲得）となりました。これは主とし

て、プロジェクト開発の進捗に伴い、短期借入金の純増額 625,530千円、長期借入れによる収入 211,000千円と

なったものの、長期借入金の返済による支出 1,461,764千円となったことによるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題について重

要な変更はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年７月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年９月12日）

上場金融商品取引所名又は登

録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 4,184,000 4,184,000

東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

福岡証券取引所

単元株式数100株

計 4,184,000 4,184,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成28年５月１日～

平成28年７月31日
－ 4,184,000 － 338,000 － 207,000
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（６）【大株主の状況】

  平成28年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

諸藤　敏一 福岡市中央区 1,252,000 29.92

株式会社ＴＭＩトラスト 福岡市中央区平尾浄水町13－19 1,050,000 25.09

グランフォーレ会 福岡市中央区赤坂１－15－30 104,600 2.50

株式会社合人社計画研究所 広島市中区袋町４－31 60,000 1.43

株式会社旭工務店 福岡市博多区博多駅南５－10－13 48,000 1.14

朝日火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田美土代町７番地 44,000 1.05

アーデントワーク株式会社 東京都世田谷区深沢１－30－６ 40,000 0.95

九州建設株式会社 福岡市博多区博多駅南１－８－31 40,000 0.95

コーセーアールイー役員持株会 福岡市中央区赤坂１－15－30 36,000 0.86

株式会社三広 福岡市中央区天神４－６－３ 32,000 0.76

計 － 2,706,600 64.68

（注）上記のほか、自己株式が 105,600株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　105,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,076,700 40,767 －

単元未満株式 普通株式　　　1,700 － －

発行済株式総数 4,184,000 － －

総株主の議決権 － 40,767 －

 

②【自己株式等】

平成28年７月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
 自己名義所有
 株式数（株）

 他人名義所有
 株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コーセー

アールイー

福岡市中央区赤坂

１丁目15－30
105,600 － 105,600 2.52

計 － 105,600 － 105,600 2.52

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年５月１日から平

成28年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年２月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年１月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年７月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,264,907 1,951,976

売掛金（純額） 6,210 6,166

販売用不動産 2,343,247 2,102,190

仕掛販売用不動産 3,909,739 4,173,511

その他 ※１ 165,550 101,344

流動資産合計 8,689,656 8,335,189

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 709,120 697,329

土地 1,014,341 1,014,341

その他（純額） 23,082 18,555

有形固定資産合計 1,746,543 1,730,226

無形固定資産 8,608 7,079

投資その他の資産 ※１ 61,035 ※１ 62,059

固定資産合計 1,816,187 1,799,364

資産合計 10,505,843 10,134,554

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,878 63,433

電子記録債務 237,600 347,328

短期借入金 3,843,260 4,468,790

1年内返済予定の長期借入金 657,418 377,956

未払法人税等 218,839 67,648

賞与引当金 11,142 11,980

その他の引当金 32,435 36,410

その他 383,964 595,087

流動負債合計 5,416,537 5,968,633

固定負債   

長期借入金 2,537,172 1,565,870

長期預り敷金 84,649 90,428

その他 16,748 10,769

固定負債合計 2,638,570 1,667,068

負債合計 8,055,108 7,635,702

純資産の部   

株主資本   

資本金 338,000 338,000

資本剰余金 219,582 219,582

利益剰余金 1,861,613 1,898,343

自己株式 △15,117 △15,117

株主資本合計 2,404,078 2,440,808

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,271 3,641

その他の包括利益累計額合計 2,271 3,641

非支配株主持分 44,386 54,401

純資産合計 2,450,735 2,498,851

負債純資産合計 10,505,843 10,134,554
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

売上高 3,193,529 3,907,620

売上原価 2,232,238 2,705,497

売上総利益 961,291 1,202,122

販売費及び一般管理費 ※ 716,980 ※ 915,596

営業利益 244,311 286,525

営業外収益   

受取家賃 9,652 28,592

受取手数料 6,671 6,389

その他 13,474 18,367

営業外収益合計 29,797 53,349

営業外費用   

支払利息 69,366 73,403

融資手数料 1,299 347

その他 2,571 6,728

営業外費用合計 73,237 80,479

経常利益 200,871 259,395

税金等調整前四半期純利益 200,871 259,395

法人税、住民税及び事業税 67,656 70,605

法人税等調整額 14,461 31,334

法人税等合計 82,118 101,940

四半期純利益 118,753 157,455

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,768 18,765

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,984 138,689
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

四半期純利益 118,753 157,455

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 882 1,370

その他の包括利益合計 882 1,370

四半期包括利益 119,635 158,825

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 108,866 140,060

非支配株主に係る四半期包括利益 10,768 18,765
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 200,871 259,395

減価償却費 24,362 19,790

貸倒引当金の増減額（△は減少） 51 17

賞与引当金の増減額（△は減少） △548 837

その他の引当金の増減額（△は減少） 4,174 3,975

受取利息及び受取配当金 △544 △483

支払利息 69,366 73,403

売上債権の増減額（△は増加） 3,289 44

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,447,927 △22,634

仕入債務の増減額（△は減少） 290,898 141,282

前受金の増減額（△は減少） 33,738 90,601

その他 84,713 158,458

小計 △737,554 724,689

利息及び配当金の受取額 552 478

利息の支払額 △74,503 △72,919

法人税等の支払額 △140,464 △221,406

営業活動によるキャッシュ・フロー △951,970 430,841

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △339,006 △7,903

定期預金の払戻による収入 503,600 1,800

有形固定資産の取得による支出 △3,105 △1,796

投資有価証券の取得による支出 △439 △449

敷金及び保証金の差入による支出 △1,945 △7,254

敷金及び保証金の回収による収入 － 7,271

投資活動によるキャッシュ・フロー 159,102 △8,332

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,703,174 625,530

長期借入れによる収入 81,000 211,000

長期借入金の返済による支出 △314,162 △1,461,764

社債の償還による支出 △200,000 －

配当金の支払額 △80,108 △101,580

非支配株主への配当金の支払額 △7,700 △8,750

自己株式の売却による収入 16,000 －

その他の支出 △5,978 △5,978

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,192,224 △741,543

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 399,356 △319,034

現金及び現金同等物の期首残高 962,876 1,523,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,362,232 ※ 1,204,402
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１. 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成28年１月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年７月31日）

流動資産 10千円 －千円

投資その他の資産 2,690 2,717

 

　２. 保証債務

　次の共同企業体の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成28年１月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成28年７月31日）

コーセーアールイー・ランディックアソシ

エイツ共同企業体（借入債務）
1,215,000千円

コーセーアールイー・ランディックアソシ

エイツ共同企業体（借入債務）
1,215,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年２月１日

　　至 平成27年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日

　　至 平成28年７月31日）

広告宣伝費 104,387千円 150,406千円

販売促進費 132,818 192,722

給与・賞与 201,680 253,449

福利厚生費 33,606 40,967

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日）

現金及び預金勘定 2,063,406千円 1,951,976千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △701,173 △747,573

現金及び現金同等物 1,362,232 1,204,402

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年２月１日　至　平成27年７月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月23日

定時株主総会
普通株式 80,288 20 平成27年１月31日 平成27年４月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年７月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月27日

定時株主総会
普通株式 101,960 25 平成28年１月31日 平成28年４月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年２月１日　至　平成27年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 1,009,522 1,610,420 162,045 51,447 2,833,436 360,093 3,193,529 － 3,193,529

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 406 － 406 － 406 △406 －

計 1,009,522 1,610,420 162,452 51,447 2,833,843 360,093 3,193,936 △406 3,193,529

セグメント利益
又は損失（△）

△34,798 205,131 61,708 13 232,055 134,249 366,305 △121,994 244,311

 
 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業及び土地売却を含んでお

ります。

　　　2．セグメント利益又は損失の調整額△121,994千円には、セグメント間取引消去△406千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△121,587千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

　　　3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 1,007,722 2,644,259 156,909 72,680 3,881,571 26,048 3,907,620 － 3,907,620

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 316 － 316 － 316 △316 －

計 1,007,722 2,644,259 157,226 72,680 3,881,887 26,048 3,907,936 △316 3,907,620

セグメント利益
又は損失（△）

△36,841 365,201 62,074 6,298 396,733 21,048 417,781 △131,256 286,525

 
 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業を含んでおります。

　　　2．セグメント利益又は損失の調整額△131,256千円には、セグメント間取引消去△316千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△130,939千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

　　　3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 26円82銭 34円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
107,984 138,689

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
107,984 138,689

普通株式の期中平均株式数（株） 4,025,936 4,078,400

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年９月９日

株式会社コーセーアールイー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人 トーマツ

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 馬場　正宏　　印

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 増村　正之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コー

セーアールイーの平成28年２月１日から平成29年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年５月

１日から平成28年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年２月１日から平成28年７月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コーセーアールイー及び連結子会社の平成28年７月31日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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